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(57)【要約】
【課題】汚染検出部を人感センサとして利用することに
より、簡易な構成で防犯装置として働く空気調節機を提
供する。
【解決手段】空気の汚染度を検出する汚染検出部（埃セ
ンサ６）と、外部から空気を吸入して浄化し、外部へ送
出する浄化部と、汚染検出部の検出結果に基づいて浄化
部の浄化能力を調整する制御部１４とを備え、モード切
替スイッチ１２が指令を受け付けた場合に、汚染検出部
にて検出される空気の汚染度と予め設定した基準値とを
比較する比較手段１４ｃと、比較手段１４ｃにて空気の
汚染度が基準値よりも高いと判定された場合に、特定の
動作を実行する実行手段１４ｄとを備えている。特定の
動作として音響手段（音出力部１６）を作動させて侵入
者を威嚇し、また、撮影用カメラ２１を作動させて侵入
者を撮影し、撮像した画像をメモリ部１５に記憶させる
。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気の汚染度を検出する汚染検出部と、外部から空気を吸入して浄化し、外部へ送出す
る浄化部と、前記汚染検出部の検出結果に基づいて前記浄化部の浄化能力を調整する制御
部とを備えた空気調節機において、
　指令を受け付ける受付部と、
　該受付部が指令を受け付けた場合に、前記汚染検出部にて検出される空気の汚染度と予
め設定した基準値とを比較する比較手段と、
　該比較手段にて前記空気の汚染度が基準値よりも高いと判定された場合に、特定の動作
を実行する実行手段とを備えていることを特徴とする空気調節機。
【請求項２】
　計時手段を備え、
　前記実行手段は、前記受付部が指令を受け付けた後、前記計時手段にて計時される時間
が設定時間を経過するまで前記特定の動作の実行を遅らせることを特徴とする請求項１に
記載の空気調節機。
【請求項３】
　前記汚染検出部は、空気中の埃を検出する埃センサであることを特徴とする請求項１又
は２に記載の空気調節機。
【請求項４】
　警報音を発する音響手段を備え、
　前記実行手段は、前記特定の動作として、前記音響手段を作動させることを特徴とする
請求項１から３のいずれか１項に記載の空気調節機。
【請求項５】
　発光手段を備え、
　前記実行手段は、前記特定の動作として、前記発光手段を作動させることを特徴とする
請求項１から４のいずれか１項に記載の空気調節機。
【請求項６】
　撮像手段と、画像を記憶する記憶手段とを備え、
　前記実行手段は、前記特定の動作として、前記撮像手段を作動させ、該撮像手段にて撮
像した画像を前記記憶手段に記憶させることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項
に記載の空気調節機。
【請求項７】
　撮像手段と、外部に対して情報の出力が可能な出力部とを備え、
　前記実行手段は、前記特定の動作として、前記撮像手段を作動させ、該撮像手段にて撮
像した画像の情報を前記出力部によって外部に出力することを特徴とする請求項１から５
のいずれか１項に記載の空気調節機。
【請求項８】
　時計手段を備え、
　前記実行手段は、前記撮像手段の作動時に前記時計手段から取得した撮影日時の情報を
前記画像の情報と一体の情報とすることを特徴とする請求項６又は７に記載の空気調節機
。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、埃センサ等の汚染検出部を備えた空気調節機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　屋内の空気は、人体に不快又は有害とされる様々な物質（例えば、塵、埃、花粉、タバ
コの煙、呼吸と共に排出される二酸化炭素）で汚染され易い。特に近年では、住宅が高気
密化されているため、このような微粒子及び有害ガス等の汚染物質が屋内に溜まりがちで
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ある。また、従来は窓を適宜開放して自然換気を行っていたが、大気汚染又は花粉症等の
理由で、屋外の空気を取り込むことが困難な場合がある。このような事情から、最近では
、屋内の空気を浄化する空気清浄機能を有する空気調節機が普及してきている。
【０００３】
　空気調節機には、埃センサ又はガスセンサ（臭いセンサ）等、空気の汚染度を検出する
汚染検出部を備えているものがある。このような空気調節機では、汚染検出部で空気の汚
染を検出した場合、例えば送風機のファンモータの回転数を高くすることによって、送風
量を増大させる。これにより、短時間で大量の空気が空気調節機に吸入され、エアフィル
タを通過して塵埃等が除去されてから屋内へ送出されるので、屋内の空気を短時間で浄化
することができる。
【０００４】
　一方、空気調節機に赤外線検出素子等で構成した人感センサを備え、室内への人の出入
りや室内での人の動きを検出して、室内での人の有無、室内のどこに居るのか、何人居る
のか等の情報を得て、例えば送風機の風量を制御し、低消費電力で省エネルギー運転を可
能としているものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　また、留守中の家は空き巣等に狙われる可能性が高く、不用心である。そこで、室内へ
の人の出入りや人の動きを検出する前記人感センサによって、侵入者が検出された場合に
警報を発して侵入者を威嚇するようにした空気調節機が公知である（例えば、特許文献２
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２７４０５０号公報
【特許文献２】特開２００７－１５５１８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記した従来の空気調節機では、赤外線検出素子等で構成した人感センサで侵入者の存
在を検出しているため、高機能でコストも高く、高価な商品になり、ユーザの購買意欲の
低下を招く虞があった。
　一方、専用の防犯装置を導入する場合は、取り付け工事や警報システムとの連携などの
作業の手間が大変であり、設置費用も高くなる。また、取り付けた設備の移動や取り外し
が容易でないという問題もある。
【０００８】
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたものであり、汚染検出部を人感センサ
として利用することにより、簡易な構成で防犯装置として働く空気調節機を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る空気調節機は、空気の汚染度を検出する汚染検出部と、外部から空気を吸
入して浄化し、外部へ送出する浄化部と、前記汚染検出部の検出結果に基づいて前記浄化
部の浄化能力を調整する制御部とを備えた空気調節機において、指令を受け付ける受付部
と、該受付部が指令を受け付けた場合に、前記汚染検出部にて検出される空気の汚染度と
予め設定した基準値とを比較する比較手段と、該比較手段にて前記空気の汚染度が基準値
よりも高いと判定された場合に、特定の動作を実行する実行手段とを備えていることを特
徴とする。
【００１０】
　本発明においては、空気の汚染度を検出する汚染検出部の検出結果に基づいて、外部か
ら空気を吸入して浄化し、外部へ送出する浄化部の浄化能力を調整制御する空気調節機に
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て、受付部が指令を受け付けると、汚染検出部にて検出される空気の汚染度と予め設定し
た基準値とを比較し、空気の汚染度が基準値よりも高いと判定された場合、特定の動作が
実行される。
【００１１】
　本発明に係る空気調節機は、計時手段を備え、前記実行手段は、前記受付部が指令を受
け付けた後、前記計時手段にて計時される時間が設定時間を経過するまで前記特定の動作
の実行を遅らせることを特徴とする。
　本発明においては、受付部が指令を受け付けた後、計時される時間が設定時間を経過す
るまで特定の動作の実行が遅れる。その結果、例えば押しボタン等の受付部を操作して指
令を与えた場合に、操作した本人を侵入者と誤って検出することが防止できる。
【００１２】
　本発明に係る空気調節機は、前記汚染検出部は、空気中の埃を検出する埃センサである
ことを特徴とする。
　本発明においては、空気中の埃を検出する埃センサで空気の汚染度が検出される。その
結果、侵入者の動きによって床等から舞い上がった埃を検出し、侵入者の存在を的確に検
出することができる。
【００１３】
　本発明に係る空気調節機は、警報音を発する音響手段を備え、前記実行手段は、前記特
定の動作として、前記音響手段を作動させることを特徴とする。
　本発明においては、特定の動作として、警報音を発する音響手段を作動させ、警報音に
よって侵入者を威嚇することができる。
【００１４】
　本発明に係る空気調節機は、発光手段を備え、前記実行手段は、前記特定の動作として
、前記発光手段を作動させることを特徴とする。
　本発明においては、特定の動作として、発光手段を作動させ、光によって侵入者を威嚇
することができる。
【００１５】
　本発明に係る空気調節機は、撮像手段と、画像を記憶する記憶手段とを備え、前記実行
手段は、前記特定の動作として、前記撮像手段を作動させ、該撮像手段にて撮像した画像
を前記記憶手段に記憶させることを特徴とする。
　本発明においては、特定の動作として、撮像手段を作動させて周囲の画像を撮像し、撮
像した画像を記憶手段に記憶させる。その結果、侵入者の画像が得られるので、その画像
より侵入者が誰であるか等を突き止めることができる。
【００１６】
　本発明に係る空気調節機は、撮像手段と、外部に対して情報の出力が可能な出力部とを
備え、前記実行手段は、前記特定の動作として、前記撮像手段を作動させ、該撮像手段に
て撮像した画像の情報を前記出力部によって外部に出力することを特徴とする。
　本発明においては、特定の動作として、撮像手段を作動させて周囲の画像を撮像し、撮
像した画像を出力部によって外部に出力する。その結果、侵入者の画像を出力部に接続さ
れた外部メモリ等に記録し、また出力部に接続された送信機によって外部の離れた場所の
受信機に送信して確認することができる。
【００１７】
　本発明に係る空気調節機は、時計手段を備え、前記実行手段は、前記撮像手段の作動時
に前記時計手段から取得した撮影日時の情報を前記画像の情報と一体の情報とすることを
特徴とする。
　本発明においては、撮像手段が作動した時の撮影日時の情報が画像の情報と一体の情報
として、記憶手段に記憶され、あるいは、外部メモリ等に記録、また外部の離れた場所の
受信機に送信される。その結果、侵入日時が確定した侵入者の画像を確認することができ
る。
【発明の効果】
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【００１８】
　本発明によれば、指令を受け付けた後、汚染検出部で検出される空気の汚染度が予め設
定した基準値よりも高いと判定された場合、特定の動作が実行されるので、空気の浄化制
御のために本来備えている汚染検出部を用いて侵入者の存在を空気の汚染度が高くなった
ことにより検出し、簡易な構成で防犯装置として働く空気調節機が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態に係る空気調節機の正面側斜視図である。
【図２】図１に示す空気調節機の背面側斜視図である。
【図３】図１に示す空気調節機の平面図である。
【図４】図１に示す空気調節機の表示パネルの図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る空気調節機の設置例を示す模式図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る空気調節機の制御構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る空気調節機に搭載した埃センサの検出感度の一例を示
すグラフである。
【図８】本発明の実施の形態に係る空気調節機における運転処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【図９】本発明の実施の形態に係る空気調節機で実行される防犯運転処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【図１０】本発明の実施の形態に係る空気調節機で実行される汚染度検出の処理手順を示
すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明に係る空気調節機の実施の形態を図面に基づいて詳述する。
　図１は本発明の実施の形態に係る空気調節機の正面側斜視図、図２は図１に示す空気調
節機の背面側斜視図、図３は図１に示す空気調節機の平面図（但し、背部側部分は省略し
ている）、図４は図１に示す空気調節機の表示パネルの図である。
【００２１】
　空気調節機１は、据え置き型の電気機器であり、前面パネル２ａと後キャビネット２ｂ
とを備えた本体ケーシング２を有する。前面パネル２ａは、本体ケーシング２の前面及び
側面の一部を覆うように本体ケーシング２に取り付けられている。本体ケーシング２の両
横側面には、空気調節機１を持ち上げて搬送する際の利便性を考慮して把手部３が設けら
れている。
【００２２】
　本体ケーシング２の上面には、上面パネル部１０が設けられている。上面パネル部１０
には、運転スイッチ１１、モード切替スイッチ１２等の各種操作ボタンを有する操作部と
、各種の運転状態を示すＬＥＤ等の複数個のランプを有する表示部１３とが配設されてい
る。尚、図３中、１３ａは運転ランプ、１３ｂは防犯モードランプ、１３ｃは換気推奨ラ
ンプである。
【００２３】
　後キャビネット２ｂの背面に、外部から空気を吸い込む吸込口４が設けられ、本体ケー
シング２の上部に、吸込口４から吸い込んだ空気を浄化した後、外部に吹き出す吹出口５
が設けてある。
【００２４】
　また、図示は省略するが、本体ケーシング４の内部には、吸込口４から吸い込んだ空気
を浄化する高機能フィルタと、吸込口４から空気を吸い込み外部に吹き出すための気流を
発生させるファン及びファンを回転駆動するモータ１７（図６参照）等を備えた送風機と
が設けてある。高機能フィルタは３種類のフィルタ（具体的には、脱臭フィルタ、ホルム
アルデヒド吸着フィルタ、及び制菌・集塵フィルタ）で構成され、空気を通過させて汚れ
や臭いを除去する構造を有する。高機能フィルタ及び送風機は、本発明の実施の形態にお
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ける浄化部として機能する。
【００２５】
　尚、前面パネル２ａは、空気調節機１の作動中に、送風機にて発生する騒音が、空気調
節機１の外部（室内）へ漏れ出すことを抑制するための遮音部材として機能し、また、空
気調節機１の外観上の美観を確保する機能も有する。
【００２６】
　背面側の吸込口４の横脇には、埃センサ６と臭いセンサ７とが設けられている。埃セン
サ６は、空気中を浮遊している微粒子の数を検出するためのものであり、微粒子の数が多
いほど、空気が汚染されている。臭いセンサ７は、空気に含有されている臭い物質の濃度
を検出するためのものであり、臭い物質の濃度が高いほど、空気が汚染されている。埃セ
ンサ６及び臭いセンサ７は、本発明の実施の形態における汚染検出部として機能する。
【００２７】
　本体ケーシング４の正面側上部に、表示パネル２０が設けられている。表示パネル２０
には、空気中の埃の程度を示すハウスダスト表示部２２ｂと、臭いの程度を示す臭い表示
部２２ａと、室内の湿度をＬＥＤの明かりと絵文字により表示する湿度表示部２２ｃと、
空気調節機１の位置から周囲（室内）を撮影する撮影用カメラ２１とが設けてある。ハウ
スダスト表示部２２ｂ及び臭い表示部２２ａによって空気の汚れ度が表示される。
【００２８】
　次に、空気調節機１の配置について説明する。図５は本発明の実施の形態に係る空気調
節機の設置例を示す模式図である。
　空気調節機１は通常、本体正面を部屋の中心に向けて部屋の隅に配置され、室内全体の
空気を浄化する。そのため、空気調節機１が室内の中心に設置されている場合に比べて、
隅に配置してある場合の方が室内全体を撮影するのに好都合である。即ち、空気調節機１
の正面側の表示パネル２０に撮影用カメラ２１を備えていることにより、室内全体を適切
に撮影することができる。更に、撮影用カメラ２１に搭載するレンズが広角レンズである
ことがより好ましい。
【００２９】
　次に、空気調節機１の制御構成を説明する。図６は本発明の実施の形態に係る空気調節
機の制御構成を示すブロック図である。
　制御部１４が設けられ、制御部１４には、運転スイッチ１１、モード切替スイッチ１２
、埃センサ６及び臭いセンサ７が接続され、各スイッチ及びセンサの信号が入力されてい
る。また制御部１４には、表示部１３、表示パネル２０、音出力部１６、及びモータ１７
が接続され、制御部１４から駆動信号が出力される。音出力部１６はブザー装置であり、
電磁石を利用して振動板を振動させることにより、ブザー音を発生させる。制御部１４に
は、タイマー１４ａと、時計１４ｂとが内蔵されている。制御部１４に撮影用カメラ２１
が接続され、制御部１４は撮影用カメラ２１との間で情報（データ）を授受する。
【００３０】
　メモリ部１５と、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ポート１８と
が設けられ、制御部１４はメモリ部１５及びＵＳＢポート１８との間で情報（データ）を
授受する。制御部１４、音出力部１６、メモリ部１５及びＵＳＢポート１８は、本体ケー
シング２に内蔵されている。
【００３１】
　制御部１４は空気調節機１の制御中枢であり、制御部１４では、ＣＰＵが、図示しない
ＲＡＭを作業領域として用い、図示しないＲＯＭに記憶されたコンピュータプログラムに
従って空気調節機１の各部を制御し、各種処理を実行する。
【００３２】
　制御部１４は、モータ１７の回転数を変更制御することによって、吸込口４から吸い込
み、高機能フィルタを通過する空気の量を調節して、浄化能力を調整することができる。
制御部１４は、埃センサ６及び臭いセンサ７の検出結果に基づいて、空気の汚染度が所定
汚染度よりも高いか否かを判定する。空気の汚染度が所定汚染度よりも高い場合には、室
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内の空気が甚だしく汚染されていると判定する。空気の汚染度が所定汚染度以下である場
合には、室内の空気があまり汚染されていないと判定する。
【００３３】
　制御部１４は、室内の空気が甚だしく汚染されている場合には、モータ１７の回転数を
高くし、回転速度を速くすることで、空気調節機１の内部を通過する風量を増加させて浄
化能力を高くし、空気清浄処理を短時間で行うようにする。一方、室内の空気があまり汚
染されていない場合には、モータ１７の回転数を低くし、回転速度を遅くすることで、空
気調節機１の内部を通過する風量を減少させて浄化能力を低くし、低電力で運転をする。
【００３４】
　また、室内の空気が甚だしく汚染されている場合、制御部１４は音出力部１６を予め定
められている時間（例えば３０秒間）だけ作動させてブザー音を発生させ、更に、制御部
１４は表示部１３の換気推奨ランプ１３ｃと表示パネル２０のハウスダスト表示部２２ｂ
及び臭い表示部２２ａとを所定時間（例えば１０分間）だけ点滅させる。なお、換気推奨
ランプ１３ｃは、他のランプ（例えば運転ランプ１３ａ）と兼用してもよい。即ち、制御
部１４は、室内の空気が甚だしく汚染されており、室内の換気が推奨される状態であるこ
とを、ブザー音の発生及び換気推奨ランプ等の点滅によって、ユーザに報知する。このよ
うに、聴覚及び視覚の両方に訴えかけることによって、ユーザが報知内容を認識する可能
性を向上させることができる。
【００３５】
　尚、音出力部１６はブザー装置に限定されるものではない。例えば、音出力部１６は、
所定の音声、例えば、「空気が汚れています。換気してください」という人声等、又はメ
ロディが録音されている音声ＩＣとスピーカとで構成され、音声ＩＣに録音されている音
声等をスピーカから出力する構成でもよい。また、音出力部１６は、耳障りでユーザの注
意を喚起しやすいブザー音の出力と、耳触りが快く、ユーザを不必要に驚かせる虞がない
音声やメロディの出力とが切替可能であってもよい。
【００３６】
　また、表示部１３及び表示パネル２０は、点滅させる構成に限定されない。例えば、液
晶表示パネル（不図示）に、所定の記号又は文字列等、例えば、「空気が汚れています。
換気してください」というメッセージを表示させる構成でもよい。
【００３７】
　特に、人声の出力又はメッセージの表示による報知を行なう場合には、空気調節機１を
初めて使用するユーザであっても、室内の空気が甚だしく汚染されており、室内の換気が
推奨される状態であることを容易に理解することができる。
【００３８】
　ユーザは、空気清浄運転（以下、通常運転という）を所望する場合に、運転スイッチ１
１を操作する。また、空気清浄運転の終了を所望する場合にも、ユーザは運転スイッチ１
１を操作する。運転スイッチ１１は、ユーザによって操作される都度、所定の制御信号（
以下、運転信号という）を制御部１４へ出力する。
　運転されていない状態で運転信号が入力された場合、制御部１４は、空気調節機１の運
転を開始する。このとき、制御部１４は、運転スイッチ１１の近傍に配されている運転ラ
ンプ１３ａを点灯させる。
　運転されている状態で運転信号が入力された場合、制御部１４は、空気調節機１の運転
を終了する。このとき、制御部１４は、運転ランプ１３ａを消灯させる。
　つまり、制御部１４は、運転ランプ１３ａの点灯／消灯によって、空気調節機１が運転
中／停止中であることをユーザに報知する。
【００３９】
　次に、埃センサ６の検出精度について説明する。図７は本発明の実施の形態に係る空気
調節機に搭載した埃センサの検出感度の一例を示すグラフである。具体的には、ある家庭
内の１室に、埃センサ６を搭載した空気調節機１を配置し、制御部１４が１秒に１回取得
した埃センサ６の検出値、該検出値が基準値を超えたときの埃表示（反応あり）等の計算
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処理結果を時系列に表示している。人が室内に入る場合、又は室内から出る場合に埃セン
サ６の反応が捉えられる。また、体を激しく動かすＴＶゲームを室内で行った場合、室内
の埃も舞い上がるため埃センサ６の検出値が大きくなり、埃表示（反応あり）も他と比べ
て多くなっていることが分かる。更に、クッションをたたいた場合、空気調節機の前を移
動した場合にも埃表示（反応あり）が得られている。上記結果より、埃センサ６を人感セ
ンサとして使用し、室内への不審者の侵入を捉える事が出来ると考えられる。また、図７
では、体を激しく動かすＴＶゲームを行った場合、臭いセンサ７も反応しており、臭いセ
ンサ７を人感センサとして使用し、室内への不審者の侵入を捉えることも可能であると考
えられる。
【００４０】
　ユーザは、防犯清浄運転を所望する場合に、モード切替スイッチ１２を操作する。モー
ド切替スイッチ１２は、ユーザによって操作される都度、所定の制御信号（以下、切替信
号という）を制御部１４へ出力し、制御部１４は、切替信号が入力される都度、通常運転
モードと防犯運転モードとを切り替える。具体的には、空気調節機１はデフォルト（運転
開始時）で通常運転モードが設定されており、通常運転モードを防犯モードへ切り替えた
い場合に、モード切替スイッチ１２を操作する。そして、防犯運転モードに切り替えられ
た場合、埃センサ６は人感センサとしても働く。なお、臭いセンサ７を人感センサとして
も良い。以上より、モード切替スイッチ１２は、本発明の実施の形態における受付部とし
て機能する。
【００４１】
　更に、通常運転モードから防犯運転モードへ切り替えた場合、制御部１４は、表示部１
３に設けられているランプの内、モード切替スイッチ１２の近傍に配されている防犯モー
ドランプ１３ｂを点灯させる。一方、防犯運転モードから通常運転モードへ切り替えた場
合、制御部１４は、防犯モードランプ１３ｂを消灯させる。つまり、制御部１４は、防犯
モードランプ１３ｂの点灯／消灯によって、空気調節機１が通常運転モード及び防犯運転
モードの何れに設定されているのかをユーザに報知する。
【００４２】
　次に、空気調節機１で実行される運転処理の手順について説明する。図８は本発明の実
施の形態に係る空気調節機における運転処理の手順を示すフローチャート、図９は本発明
の実施の形態に係る空気調節機で実行される防犯運転処理の手順を示すフローチャート、
図１０は本発明の実施の形態に係る空気調節機で実行される汚染度検出の処理手順を示す
フローチャートである。ここでは、空気調節機１が運転されていない状態からスタートす
るものとする。
【００４３】
　制御部１４は、運転スイッチ１１から運転信号が入力されたか否かを判定し（ステップ
Ｓ１１）、運転信号が入力されていない場合（Ｓ１１：ＮＯ）、ステップＳ１１の処理を
繰り返す。
【００４４】
　運転信号が入力された場合（Ｓ１１：ＹＥＳ）、制御部１４は、運転を開始する（ステ
ップＳ１２）。運転を開始すると、制御部１４は、デフォルトとして通常運転モードに設
定し、表示部１３の運転ランプ１３ａを点灯させる。表示部１３の防犯モードランプ１３
ｂは点灯させない。通常運転処理では、埃センサ６及び臭いセンサ７の検出結果に基づい
て、モータ１７の回転数を変更制御する。
【００４５】
　次いで、制御部１４は、モード切替スイッチ１２から切替信号が入力されたか否かを判
定し（ステップＳ１３）、切替信号が入力された場合（Ｓ１３：ＹＥＳ）、制御部１４は
、通常運転モードと防犯運転モードとを切り替える（ステップＳ１４）。具体的には、ス
テップＳ１４の切替処理実行時に通常運転モードに設定されている場合、制御部１４は、
防犯運転モードに切り替え、図９に示す防犯モード処理の実行を開始する。このとき、制
御部１４は、表示部１３の防犯モードランプ１３ｂを点灯させる。一方、ステップＳ１４
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の切替処理実行時に防犯運転モードに設定されている場合、制御部１４は、通常運転モー
ドに切り替える。このとき、制御部１４は、防犯モードランプ１３ｂを消灯させ、更に、
図９に示す防犯運転処理の実行を中止して、通常運転処理の実行を開始する。
【００４６】
　ステップＳ１４の処理終了後、又は、切替信号が入力されていない場合（Ｓ１３：ＮＯ
）、制御部１４は、運転スイッチ１１から運転信号が入力されたか否かを判定し（ステッ
プＳ１５）、入力されていない場合（Ｓ１５：ＮＯ）、処理をステップＳ１３へ移す。
【００４７】
　運転信号が入力された場合（Ｓ１５：ＹＥＳ）、制御部１４は、空気調節機１の運転を
終了する（ステップＳ１６）。具体的には、制御部１４は、表示部１３及び表示パネル２
０の点灯又は点滅している各種ランプを消灯させ、実行中の通常運転処理又は防犯運転処
理を停止する。ステップＳ１６の処理終了後、制御部１４は、処理をステップＳ１１へ戻
す。
【００４８】
　なお、空気調節機１の運転を終了する際（ステップＳ１６の処理実行時点で）、防犯運
転モードに設定されていた場合に、次回の運転開始時に、ステップＳ１２の実行時点で、
制御部１４が、通常運転モードではなく、防犯運転モードをデフォルトとして設定するよ
うに構成してもよい。
【００４９】
　防犯運転処理（図９）では、防犯運転モードに切り替えた直後に埃センサ６を人感セン
サとして作動させた場合、ユーザが誤って侵入者として判定されて威嚇や警告を受けるこ
とは好ましくないので、タイマー１３ａによって計時される時間が１０分経過するまで待
機する（ステップＳ２１：ＮＯ）。１０分間経過後（Ｓ２１：ＹＥＳ）、埃センサ６によ
る汚染度検出処理の実行を開始する（ステップＳ２２）。制御部１４は汚染度検出処理の
結果を約１秒に１度の割合で確認する（ステップＳ２３）。また、空気調節機を予め設定
されている運転モードに従って、「弱運転」またはもっとも風量の少ないモードで運転を
継続させる。これは、埃センサ６は吸気中の埃を検出する構成であるので、埃センサ６の
検出感度を高く維持するためである。
【００５０】
　制御部１４は、埃センサ６の反応がない場合（Ｓ２３：ＮＯ）、即ち、埃センサ６の出
力電圧（検出値）が基準値以下の場合は、ステップＳ２３による埃センサ６の反応有無の
判定処理を繰り返す。埃センサ６の反応がある場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、即ち、埃センサ
６の出力電圧（検出値）が基準値より大きい場合は、音出力部１６を作動させてブザー音
を鳴らし（ステップＳ２４）、威嚇を行う。また、撮影用カメラ２１によって室内の画像
を撮影し（ステップＳ２５）、時計１４ｂから取得した日時情報と画像情報とを一体の情
報としてメモリ部１５に記録、保存する（ステップＳ２６）。従って音出力部１６は本発
明の実施の形態における音響手段として機能し、制御部１４内に実行手段１４ｄが設けて
ある（図６）。尚、メモリ部１５に保存した情報は、後でＵＳＢポート１８に接続された
外部メモリーに記録し、外部の表示装置で画像及び日時を確認することができる。
【００５１】
　その後、モード切替スイッチ１２が押されたか否かを判断し（ステップＳ２７）、モー
ド切替スイッチ１２が押されていない場合（Ｓ２７：ＮＯ）は、タイマー１４ａによって
計時される時間が所定時間を経過したか否かを判断し（ステップＳ２８）、モード切替ス
イッチ１２が押されず（Ｓ２７：ＮＯ）且つ所定時間が経過していない場合（Ｓ２８：Ｎ
Ｏ）、ステップＳ２２に戻り、埃センサ６の反応がある場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、ブザー
音の出力（ステップＳ２４）とカメラによる画像撮影、画像等の記憶（ステップＳ２５、
Ｓ２６）を実行する。モード切替スイッチ１２が押された場合（Ｓ２７：ＹＥＳ）、防犯
運転モードは終了し（ステップＳ２９）、通常運転モードに切り替わる。更に、モード切
替スイッチ１２を押さなくても、所定時間が経過すれば（Ｓ２８：ＹＥＳ）防犯運転モー
ドは終了する（ステップＳ２９）。
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【００５２】
　ステップＳ２８における所定時間は、例えばユーザ自身が上面パネル部１０等に設けた
スイッチ等により、予め設定出来ることが好ましい。例えば、ユーザが外出をする場合、
家を留守にする時間をカバーする所定時間を簡易的に設定することが出来れば良い。
【００５３】
　汚染度検出処理（図１０）では、制御部１４は、最初に変数ｉ，ｊを夫々“０”にリセ
ットする（ステップＳ３１）。
　次に、制御部１４は、埃センサ６の検出結果を取得し（ステップＳ３２）、取得した検
出結果に基づいて、埃レベルＬＤを演算する（ステップＳ３３）。ステップＳ３３では、
制御部１４は、ステップＳ３２の処理で取得した埃センサ６の検出結果と、室内の空気が
汚染されていない場合の埃センサ６の検出結果とを比較して、埃レベルＬＤを求める。
【００５４】
　なお、室内の空気が汚染されていない場合の埃センサ６の検出結果は、空気調節機１の
製造時に空気調節機１に設定してもよいし、或いは、室内の空気が汚染されていないとユ
ーザが判断した時点で埃センサ６が出力した検出結果を、ユーザによるスイッチ等の操作
に基づき、制御部１４が室内の空気が汚染されていない場合の埃センサ６の検出結果とし
て設定する構成でもよい。
【００５５】
　ステップＳ３３の処理終了後、制御部１４は、ステップＳ３３で演算した埃レベルＬＤ
が、所定の埃基準レベルＬＤ１を上回っているか否かを判定し（ステップＳ３４）、ＬＤ
＞ＬＤ１である場合（Ｓ３４：ＹＥＳ）、変数ｉを“１”インクリメントする（ステップ
Ｓ３５）。
　ステップＳ３５の処理終了後、又は、ＬＤ≦ＬＤ１である場合（Ｓ３４：ＮＯ）、制御
部１４は、変数ｊを“１”インクリメントしてから（ステップＳ３６）、変数ｊが所定の
定数Ｊを超過しているか否かを判定する（ステップＳ３７）。
【００５６】
　ｊ≦Ｊである場合（Ｓ３７：ＮＯ）、制御部１４は、処理をステップＳ３２へ戻す。
　ｊ＞Ｊである場合（Ｓ３７：ＹＥＳ）、制御部１４は、変数ｉが所定の定数Ｉを超過し
ているか否かを判定する（ステップＳ３８）。
　ｉ≦Ｉである場合（Ｓ３８：ＮＯ）、制御部１４は、処理をステップＳ３１へ戻す。
【００５７】
　上記フロー中の定数Ｉ，Ｊは、予め制御部１４に設定されている。変数ｊとは、ステッ
プＳ３２及びＳ３３の処理を実行した回数、即ち、埃センサ６の検出結果をサンプリング
した回数を示す。本実施の形態におけるサンプリング回数は｛Ｊ＋１｝回である。
　そして、変数ｉとは、埃レベルＬＤが埃基準レベルＬＤ１を上回った回数を示す。
【００５８】
　｛Ｊ＋１｝回のサンプリングの内、埃レベルＬＤが埃基準レベルＬＤ１を上回った回数
ｉがＩ回以下である場合、埃センサ６が検出した微粒子は、一般的な埃であると考えられ
る。つまり、ｉ≦Ｉである場合（即ちＳ３８：ＮＯの場合）、室内の空気はあまり汚染さ
れていないため、制御部１４は、改めて汚染度検出処理を開始する。
　一方、｛Ｊ＋１｝回のサンプリングの内、埃レベルＬＤが埃基準レベルＬＤ１を上回っ
た回数ｉがＩ回を超過している場合、埃センサ６が検出した微粒子は、煙に含まれる微粒
子や人が動作した時に発生する埃であると考えられる。換言すれば、室内に煙又は埃が充
満している、と考えられる。従って、ｉ＞Ｉである場合（Ｓ３８：ＹＥＳ）、制御部１４
は汚染度検出処理を終了し、処理を元のルーチンへ戻す。
【００５９】
　このように、制御部１４は、埃レベルＬＤが埃基準レベルＬＤ１を上回った回数がＩ回
より多い場合に、空気の汚染度が予め設定した所定汚染度（基準値）よりも高い、即ち、
室内の空気が甚だしく汚染されている、又は室内に侵入者がいるものと看做す。制御部１
４内に、空気の汚染度と予め設定した基準値とを比較する比較手段１４ｃが設けてある（
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図６）。
【００６０】
　ここで、埃センサ６の検出結果を｛Ｊ＋１｝回サンプリングし、埃レベルＬＤが埃基準
レベルＬＤ１をＩ回を上回った場合に、室内に煙、又は埃が充満している（即ち空気の汚
染度と予め設定した基準値よりも高い）と判定する理由を説明する。
　煙に含まれる微粒子は多量であるため、埃センサ６によって連続的に検出される。一方
、一般的な埃は少量であるため、単発で、又は散発的に、埃センサ６によって検出される
。このため、仮に、１回のサンプリングのみで空気の汚染度を判定する場合には、煙と一
般的な埃とを誤認する虞がある。従って、防犯運転モードを設定している場合には、誤報
・誤作動が発生する虞が考えられる。
　なお、制御部１４は、複数回のサンプリングで得られた埃レベルＬＤの平均値を、埃基
準レベルＬＤ１と比較する構成としてもよい。
【００６１】
　上述した実施の形態では、ユーザが直接手動操作するモード切替スイッチ１２を受付部
としたが、これ以外に、空気調節機に受付部として受信機を設け、これに対して室内の離
れた位置からリモートコントローラ等の操作具で操作信号を送信するようにしてもよく、
あるいは、外出先等から携帯電話機と通信回線等で送信された操作信号を中継して空気調
節機の受付部に送信するようにしてもよい。
【００６２】
　上述した実施の形態では、制御部１４にタイマー１４ａを内蔵させたが、制御部１４の
外部にタイマー回路又は時間遅延回路を設け、これらのタイマー回路又は時間遅延回路の
出力（計時時間）を制御部１４が取得するようにしてもよい。
【００６３】
　上述した実施の形態では、音出力部１６によってブザー音を発して威嚇するようにした
が、例えば、所定の警告文を音声で発するようにしてもよい。
　また、強力な光を発する発光手段（ランプ等）を設け、侵入者に対して、光で威嚇する
ようにしてもよい。
【００６４】
　上述した実施の形態では、空気調節機１に内蔵したメモリ部１５に撮影用カメラ２１で
撮影した画像と日時情報とを記録保存するようにしたが、これ以外に、ＵＳＢポート１８
に外部メモリーを接続しておき、撮影用カメラ２１で撮影した画像等の情報をＵＳＢポー
ト１８に接続された外部メモリーに直接記録するようにしてもよい。あるいは、ＵＳＢポ
ート１８に無線ＬＡＮの発信機を接続しておき、撮影用カメラ２１で撮影した画像等の情
報を外部の受信機に送信し、離れた場所で画像等の情報を確認できるようにしてもよい。
従って、ＵＳＢポート１８は、本発明の実施の形態における出力部として機能する。
【００６５】
　以上説明したように、本発明な空気調節機１は、埃センサ６を室内の汚れ度を検知させ
るために使用する以外に、人の有無や動作を検知させることができるため、留守中の防犯
装置を兼ねながら空気清浄ができる。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本発明は、埃センサを搭載する機器において応用可能である。主に空気調節機や空気清
浄装置等、通常の装備として埃センサを搭載する機器に適用できる。
　なお、今回開示した実施の形態は、全ての点で例示であって、制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上述した意味ではなく、特許請求の範囲と均等
の意味及び特許請求の範囲内での全ての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【００６７】
　６　　　埃センサ（汚染検出部）
　７　　　臭いセンサ（汚染検出部）
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　１２　　モード切替スイッチ（受付部）
　１４　　制御部
　１４ａ　タイマー（計時手段）
　１４ｂ　時計（時計手段）
　１４ｃ　比較手段
　１４ｄ　実行手段
　１５　　メモリ部（記憶手段）
　１６　　音出力部（音響手段）
　１７　　モータ（浄化部）
　１８　　ＵＳＢポート（出力部）
　２１　　撮影用カメラ（撮像手段） 

【図１】 【図２】
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